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③ 生徒が自主性を発揮できる行事や委員会活動の工夫。 課題と目標

【プロセス】
【生徒課】

・ 生徒会執行部による週３回「あいさつ運動」継続実施。各委員会の協力
を依頼。執行部と各委員長との面談を 3 回行う。

・ 生徒会執行部が、クラスからの古紙回収の仕組みを考え、回収箱等を作
成する。回収方法を美化委員会と協議している。

・ 松籟債、文化祭おける全校制作は、ラファエロの「アテネの学堂」の貼
り絵。規格たて５ｍ×よこ８ｍを２㎝角の色紙で表現。

・ 文化祭・体育祭の運営は、各委員会で分担、多くの生徒がかかわれるよ
うにした。

・ 吉備国際大学や高梁城南高校生徒会と本校生徒会で、高梁市の紺屋川で
7/9 にキャンドルナイトを実施した。

・ 生徒会からの要望により、1/4 から黒タイツを許可した。
【厚生環境課】

・保健委員会が｢保健新聞｣を月 1 回発行。10 月号は 2 年 5 組保健委員が担
当して、目の愛護デー特集と保健室利用ルールを掲載。

・保健委員会を 10 回もち、文化祭で｢健康チェック｣の報告と測定を行った。
11 月生徒の保健の関心を高めるため骨密度測定とアンケートを行った。
骨密度向上ポスター作製と発表内容のまとめ。

・美化委員会を５回もち、トイレや校内を６回清掃活動を行った。また、
美化ポスターを７枚作成して掲示した。

【文化課】

・図書委員会が｢Library News｣を月 1 回発行。9 月号は 3 年 6 組図書委員
が担当して、2 冊の書籍紹介と池上彰さんの特集。

・図書委員会を 13 回もち、文化祭では「井上ひさしの世界の再現」や「豆
本作製体験」等を行った。読書キャンペーンを 2 回、職員の特技紹介(楽
器、消しゴムハンコ)と講演会(源氏物語)を催した。

【家政科】

・家庭クラブが｢まつぼっくり｣を８号発行。総務係が担当して９月号は文
化祭を特集。

・従来のコンクールに加え、新たなコンクールに 3 つ応募。

【具体的な取組の方向】
・生徒会執行部から各委員会へ活動

を提案する。 B【生徒】

・執行部と地域がつながる行事を企

画する。 【生徒】

・文化祭で全校制作をおこなう。

【生徒】

・美化委員会で学校周辺を月 1 回清

掃する。 B【厚生】

・美化のポスターを作成する。

【厚生】

・新しいコンクールへ応募させ、学

習プログラムも考えさせる。

A【家政】

【部活動成績】
男子卓球部・岡山県総合体育大会団体８位、第 57 回中国高等学校卓球選手

権大会出場
コーラス部・第 77 回 NHK 全国学校音楽コンクール金賞,中国ブロックコン

クール出場
・第 63 回岡山県合唱コンクール金賞
・第 49 回中国合唱コンクール 高等学校部門 A グループ銅賞

書道部 ・第 56 回岡山県児童生徒書道展 高等学校書道連盟会長賞 2
年竹竝愛実

・ 〃 特選 2 年山田彩加、河原理恵、小虎葵、河原真紀

【結果等】
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アンケートまとめでは、準備期間が短いとの意見が３分の１。全校制作・開会
式・キャンドル・１５秒アピール・垂れ幕・スライドについて９割が「良かっ
た」という結果だった。
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【家政科】

・日本酪農乳業協会 第３１回牛乳・乳製品利用料理コンクール

全国大会出場 「じゃがどうふグラタン」 ２年 新谷 昌美

・小出手学園広島ﾌｧｯｼｮﾝビジネス専門学校高校生ﾌｧｯｼｮﾝデザイン画コンテスト

入選 ３年 嶋田 由奈

・神戸ﾌｧｯｼｮﾝ専門学校 「全国高校生デザイン画コンクール」

入賞 ３年 嶋田 由奈、２年 新谷 昌美

・東洋きもの専門学校 「ゆかたデザインコンテスト」佳作 ２年 長谷川 三菜

・第５７回岡山県高等学校家庭クラブ研究発表大会

県大会出場 ホームプロジェクトの部

「Let’s! Reuse（リユース）～簡単手軽に再利用～」 ２年 長谷川 三菜

○ 生徒会執行部を
中心とした自主
的な活動ができ
た。より多くの
生徒にその成果
を広めることが
課題

・ 各種委員会活動
の充実

・ 生徒中心の学校
行事（松籟祭、
オープンスクー
ル等）の一層の
推進

・ 学校行事に生徒
の意見を取り入
れる
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